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仙台市ナイトコンテンツ創出事業補助金事業実績報告書
　　　　年　月　日　
（あて先）仙台市長

申請者の住所又は所在地　　　　　　　　　


申請者の氏名又は名称　　　　　　　　　　

　

年　月　日付仙台市（〇〇文観観）指令第　　号で交付決定がありました標記補助金に係る事業実績について，仙台市補助金等交付規則第12条及び仙台市ナイトコンテンツ創出事業補助金交付要綱第15条の規定により，関係書類を添えて下記のとおり報告します。

記
１　補助事業の名称
　　

２　事業内容


３　事業費総額
　　　　　　　　　　　円

４　補助交付申請金額
　　　　　　　　　　　円

５　添付書類
(1) 　事業経過及び成果が分かる書類
(2) 　収支に係る証拠書類（領収書、契約書、請求書、支出明細等）の写し
(3) 　領収書と対応した内訳書（任意様式）
(4) 　その他市長が必要と認める書類


別表　収支決算書

収入・自己負担金・補助金の部
	区分
	項目
	内訳
	決算額（円）

	事業収入
	入場料・参加費
	
	

	
	出店料
	
	

	
	飲食・物販
	
	

	
	その他
	
	

	事業外収入
	協賛金
	
	

	
	広告料
	
	

	
	その他
	
	

	自己負担金（A）
	
	

	補助金額
	
	

	収入・自己負担金・補助金総計（B）
	

	
支出の部

	区分
	項目
	内訳
	決算額（円）

	補助金対象経費出
	需用費
	
	

	
	役務費
	
	

	
	使用料及び賃借料
	
	

	
	備品購入費
	
	

	
	委託料
	
	

	
	その他
	
	

	
	補助対象経費計（C）
	

	補助対象外経費支出
	
	
	

	
	補助対象外経費計（D）
	

	支出総計(E)　（C+D）
	

	
	

	余剰金(F)
	


【作成にあたっての注意事項】
・「（様式第２号）事業計画書」で計上した予算について、事業実施後の決算額を記載してください。
・税抜きの金額で作成してください。
・「補助金額」は、4. 「補助交付申請金額」の金額を記載してください。
・事業を実施した結果、計画より「収入+自己負担金+補助金（B）」が少なった、または「支出総計（E）」が多くなった結果、損失が生じた場合は、事業計画書で計上した「自己負担金（A）」に、生じた分の損失額を加えて、【（B）＝（E）】となるよう作成してください。
・事業を実施した結果、「収入+自己負担金+補助金（B）」が「支出総計（E）」を上回り、余剰が生じた場合は、「余剰金（F）」にその額を記載のうえ、【（B）＝（E）+（F）】となるように作成してください。

